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まち・ひと・しごとの好循環イメージ

～神崎町まち・ひと・しごと創生総合戦略の基本構成～

「しごと」
「雇用の質・量」の確保・向上

「ひと」
有用な人材確保・育成、結婚・出産・

子育てへの切れ目ない支援

「まち」
地域の特性に即した課題の解決

2

計画策定の趣旨と計画の期間
１．計画策定の趣旨と計画の位置づけ

　町では、「神崎町第４次総合計画」に掲げた神崎町の将来像「発酵の里・健康笑顔のまち　こうざき

－みんなで創る健康・安心・子育て応援のまち－」に基づき、これまで道の駅　発酵の里こうざきの

開設や発酵食品産業の振興、子育て家庭の支援、健康づくりの支援など住民と行政が連携して活力あ

るまちづくりを推進してきました。

　このような状況の中、国では、平成26年12月に「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を、県では

平成27年10月に「千葉県人口ビジョン」及び「千葉県地方創生総合戦略」を策定し、人口減少克服

に向けた取り組みを加速したことから、本町においても、国、県の総合戦略を勘案して、本町の特性

に即したまち・ひと・しごとの創生と好循環を促進するために、ここに「まち・ひと・しごと創生総

合戦略」を策定します。この計画は「神崎町第４次総合計画」のうち、産業振興や子育て支援など、

町の人口減少対策にかかる施策についての具体的な展開方法を示す実施計画（アクションプラン）と

位置づけられるものです。

２．計画の期間
　「神崎町まち・ひと・しごと『創生総合戦略』」の計画期間は、平成27年度から平成31年度までの

５年間とします。

↑町の人口減少対策アクションプラン

神崎町の将来像（神崎町第４次総合計画）

発酵の里・健康笑顔のまち　こうざき
―みんなで創る　健康・安心子育て応援のまち―
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第１部　神崎町人口ビジョン

◆神崎町人口ビジョンの位置づけ及び対象期間

　神崎町まち・ひと・しごと創生総合戦略において、まち・ひと・しごと創生の実現に向けて効果的な
施策を企画・立案する上で重要な基礎であり、神崎町における人口の現状分析を行い、人口に関する地
域住民の認識を共有し、今後目指すべき将来の方向と人口の将来展望を示すものです。対象期間は、
2060年までです。

◆人口の現状分析

●人口の推移

　総人口は、1990年代に急増したのち、2000年代に入って減少を続けています。
　年少人口（0-14歳）と生産年齢人口（15-64歳）が減少傾向にある一方で、老年人口（65歳以上）
は増加し続けており、高齢化も年々上昇しています。

●自然増減（出生数－死亡数）

　少子化、高齢化が出生数の減少、死亡数の増
加という形で表れ、自然減が進行しています。
　また、１人の女性が一生に生む子どもの人数
の目安とされている合計特殊出生率も、全国や
千葉県全体よりも低くなっています。

合計特殊出生率
(2008-2012年)

神崎町 千葉県 全国
1.27 1.33 1.38

●社会増減（転入数－転出数）

　転入数が非常に多かった1990年代は大幅な
社会増で推移していましたが、2000年代に
入ってからは、転入数と転出数がほぼ同程度で
推移しており、年度ごとの状況によって、社会
増と社会減を繰り返しています。
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◆人口減少が将来に与える影響

●地域経済
◦�生産年齢人口の減少に伴
う労働者不足

◦�技能継承の難航
◦�後継者不足による事業承
継の難航

◦�耕作放棄地や休耕地の増加
◦�担い手不足による企業の
撤退・廃業

●地域社会
◦�空き店舗の増加等による
生活サービスの確保困難

◦�公共施設や道路、上下水
道等の整備・維持困難

◦�防災機能の低下
◦�公共交通機関の維持困難

●教育・地域文化
◦�児童数の減少による教育
活動の質の低下

◦�地域の伝統行事等の担い
手減少による地域文化の
衰退

●医療・福祉
◦�年金、医療、介護等の社
会保障費に係る現役世代
の負担の増大

◦�医療、福祉、介護の需要
増に対する担い手不足

◆目指すべき将来の方向

◎�「子育て応援のまち」として
若い世代の希望をかなえ、“ひ
と”を育てる

◎�「発酵の里」として“しごと”
をつくり、新しい“ひと”の
流れをつくる

◎�安全・安心な“まち”をつくり、
地域を活性化する

◆人口の将来展望

●自然増減の仮定
　合計特殊出生率
　　2030年　　　1.80
　　2040年以降　2.07

●社会増減の仮定
　2040年までに転入と
転出が均衡し、それ以降
０～49歳の人口が１年当
たり10人の社会増で推移

2060年の人口

4,100人程度

国の将来人口推計と比べて

人口減少抑制効果

1,150人程度
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第２部　総合戦略
１．基本目標

　「神崎町まち・ひと・しごと創生総合戦略」では、次の４つの基本目標と基本目標達成のために13
の施策方向を掲げます。

基本目標 基本目標達成のための施策の方向

基本目標１
人々が新たに集う“まち”を醸す

①移住・定住の支援
②観光の振興
③自治体連携の推進

基本目標２
若い世代の夢かなう“未来”を醸す

①出会い・結婚支援の充実
②子育て支援の充実
③未来をつくる教育・文化・スポーツの推
進
④若者定住支援の充実

基本目標３
“しごと”を醸す

①農業の振興
②商工業の振興

基本目標４
安全・安心に暮らす“未来”を醸す

①小さな拠点づくりの推進
②防災体制の充実
③道路・公共交通体系の充実
④健康増進事業の推進

基本目標１　人々が新たに集う“まち”を醸す

基本目標２　若い世代の夢かなう“未来”を醸す

基本目標３　“しごと”を醸す

基本目標４　安全・安心に暮らす“未来”を醸す

2060年の目標人口：4,100人の確保
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２．施策・事業の展開

基本目標１　人々が新たに集う“まち”を醸す

 基本方向 ― �「発酵の里こうざき」として町全体が一体となって町の知名度アップや観光・産業振興
に努め、人々が集うまちづくりを進めます。また、周辺自治体と連携した地域振興にも
努めます。

 数値目標 ― ◎人口社会増人数　累計40人（平成31年）

施策１　移住・定住の支援

〔事業１〕空き家バンク・空き家改修助成事業

＜事業の内容＞
　空き家持ち主、借りたい人のマッチング調査を行うと
ともに、貸し出ししやすいようにリフォームの助成をし
ます。

＜個別事業名＞
◦空き家調査事業
◦空き家バンクシステム構築事業
◦空き家リフォーム助成事業

〔事業２〕移住・定住者応援事業

＜事業の内容＞
　神崎町にお住まいの方、新たに神崎町に居住すること
を目的に土地・家屋を購入建築する方を応援します。

＜個別事業名＞
◦移住定住奨励金交付事業

〔事業３〕生活環境衛生事業

＜事業の内容＞
　環境エネルギーの促進、毎日の生活での廃棄物処理や
リサイクルなど環境にやさしいまちづくりを推進します。

＜個別事業名＞
◦住宅用太陽光発電システム設置補助事業
◦再資源物リサイクル事業

施策２　観光の振興

〔事業１〕発酵の里こうざきブランド力向上事業

＜事業の内容＞
　発酵の里こうざきとして発酵体験・農業体験の場を提
供し、それに関わる人材育成・特産品の指定制度を整備
します。

＜個別事業名＞
◦道の駅関連周辺整備事業
◦観光農園・市民農園事業
◦観光総合窓口機能強化事業
◦発酵の里観光イベント事業
◦舟運観光検証事業
◦発酵の里特産品認定制度推進事業

〔事業２〕発酵の里こうざき知名度アップ・プロモーション事業

＜事業の内容＞
　発酵の里こうざきのブランド力の強化・信頼性の向上、
おもてなし環境の向上が地域振興の肝となると考え「発
酵の里こうざき」プロモーションを計画的に進めます。

＜個別事業名＞
◦ふるさと納税推進事業
◦プロモーション計画策定事業
◦なんじゃもん活用事業

〔事業３〕町内無料無線ＬＡＮ整備事業

＜事業の内容＞
　インバウンドのお客様から要望の強い公衆無線ＬＡＮ
を町内公共施設や民間施設に整備し、災害時にも対応で
きる環境を整備します。

＜個別事業名＞
◦町内無料無線ＬＡＮ整備事業
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施策３　自治体連携の推進

〔事業1〕自治体連携強化事業

＜事業の内容＞
　圏央道もつながったことから、千葉県内に限らず、周
辺市町と連携した地域振興策を進めます。
また、周辺地域の道の駅との連携を強化し、共生・共栄
につながる施策の展開を図ります。

＜個別事業名＞
◦成田空港直行バス検証事業
◦観光パンフレット事業
◦交流イベント事業
◦周辺イベント調査事業

〔事業２〕利根川舟運連携事業

＜事業の内容＞
　利根川舟運・地域づくり協議会を構成する利根川下流
域の千葉県・茨城県の自治体と連携した利根川舟運観光
事業を推進します。

＜個別事業名＞
◦�利根川舟運・地域づくり協議会イベント
事業

基本目標２　若い世代の夢かなう“未来”を醸す

 基本方向 ― �急激に進む少子化に対応するため、今後一層、出産・子育てしやすい環境を整えていき
ます。また、学校教育や地域教育の充実に努めるとともに、文化・スポーツ環境の充実
を図り、若者がいきいきと定住しやすい環境づくりを進めます。

 数値目標 ― ◎合計特殊出生率　1.50（平成31年度）

施策１　出会い・結婚支援の充実

〔事業１〕婚活支援事業

＜事業の内容＞
　婚活支援の人材を育成し、継続的に支援できるよう、また気軽
に相談できる環境を整備します。
　また、周辺との婚活支援活動の連携や交流を図り、支援の輪の
拡大を図ります。
　さらに、町が支援する婚活事業に参加した町内在住者で、婚姻
した後も引き続き町内に居住するカップルに祝い金を交付します。

＜個別事業名＞
◦婚活支援人材育成事業
◦�婚活イベント交流マネージメ
ント事業
◦婚活支援人材交流事業
◦結婚祝金交付事業

施策２　子育て支援の充実

〔事業１〕子育て世帯応援事業

＜事業の内容＞
　子育て支援のため、保育所・学童保育の
充実や地域で支える子育て支援ネットワー
クの充実、子育てへの経済的負担への支援
の充実等に努め、安心して子どもを生み育
てる環境づくりを進めます。
　また、既存の広場、児童公園の遊具点検
や改修を進めます。

＜個別事業名＞
◦保育所一時預かり事業
◦保育所子育て支援拠点事業
◦保育所入所児子育て助成金事業
◦保育所入所児第３子以降保育料無料化事業
◦学童保育事業　　　　　◦子育て支援費支給事業
◦ひとり親家庭医療費助成事業
◦子ども医療費助成事業
◦子育てママ・若い世代の健康診査事業
◦離乳食教室事業　　　　◦緊急情報のメール配信事業
◦学校給食費助成事業　　◦児童遊具点検・改修事業
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施策３　未来をつくる教育・文化・スポーツの推進

〔事業１〕特徴ある教育環境充実事業

＜事業の内容＞
　発酵の里こうざき独自の体験や国際空港隣接の町とし
ての国際化や最新のＩＣＴ教育など子どもたちが将来、
子育てしたいという教育を展開します。

＜個別事業名＞
◦�発酵体験事業
◦�小・中学校パソコン整備事業
◦�教育指導員配置事業

〔事業２〕一人ひとりが輝く生涯学習・文化振興事業

＜事業の内容＞
　町民がいつでも・どこでも・だれでも学び続け自己を
高めていくことができる生涯学習社会の形成と、有形・
無形の貴重な文化財の保存とまちづくりへの一層の活用
を図ります。

＜個別事業名＞
◦�生涯学習推進事業
◦�図書室運営事業
◦�各種スポーツ団体の育成支援事業
◦�文化祭の開催事業
◦�文化ホール事業

〔事業３〕日本体育大学との協定を活用したスポーツ振興事業

＜事業の内容＞
　日本体育大学との協定締結を最大限に活用し、子ども
から大人までスポーツに親しむような事業を推進します。

＜個別事業名＞
◦�スポーツ・レクレーション事業

〔事業４〕地域連携教育・青少年健全育成事業

＜事業の内容＞
　子どもたちの健全な育成のため、地域と連携した教育
を進めます。

＜個別事業名＞
◦�青少年健全育成事業
◦�夜間パトロール事業
◦�子ども会講習事業

施策４　若者定住支援の充実

〔事業１〕若者定住支援の充実

＜事業の内容＞
　町内で多世代同居・世代交代が進むことは、新しい住
民が移住してくるより、人口維持には効果的であること
から支援します。
　また、町住宅施策として若者定住住宅（賃貸）を提供
します。

＜個別事業名＞
◦�同居・近居支援交付金事業
◦�若者定住住宅事業
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基本目標３　“しごと”を醸す

 基本方向 ― �発酵をテーマに食の安全を追求した農業・商工業の振興やこれらに関連した起業・創業
への支援の充実に努めます。特に若年層にも魅力的な事業おこし、産業振興を図るとと
もに、若者層の町内定住基盤の強化を行います。

 数値目標 ― �◎新規事業所数　３事業所（平成31年度）

施策１　農業の振興

〔事業１〕新規就農支援事業

＜事業の内容＞
　新規就農のための研修や新規就農時の課題ある所得の
確保について、これを支援することにより、就農時の経
営安定化を図ります。

＜個別事業名＞
◦新規就農総合支援事業
◦就農研修事業
◦情報発信事業

〔事業２〕担い手支援事業

＜事業の内容＞
　集落・地域の話し合い活動を通じて、担い手への農地
の利用権設定や農作業受委託を促進し、規模拡大による
経営の安定化を進めます。

＜個別事業名＞
◦農地集積・集約化事業

〔事業３〕発酵の里こうざき農産物ブランド推進事業

＜事業の内容＞
　発酵の里こうざきとして農産物に商品開発や認証制度
によりブランドとしてのイメージ戦略を進めます。

＜個別事業名＞
◦地元農産物６次産業化事業

施策２　商工業の振興

〔事業１〕中小企業支援事業

＜事業の内容＞
　町内企業の経営支援・職員の資格取得への助成・就労
を支援します。

＜個別事業名＞
◦セーフティネット保証認定事業

〔事業２〕企業誘致事業

＜事業の内容＞
　企業が進出しやすい環境を整備します。
　また、町内での起業・創業や町外から町内への企業移
転を支援、空き店舗の活用を図ります。
　さらに、本町の地域資源である「食・農・発酵」を、
道の駅事業に結びつけ来訪者の満足度向上を図ります。

＜個別事業名＞
◦企業誘致促進事業
◦起業・創業支援事業
◦�食・農・発酵による地域の健康ビジネス
創出事業

〔事業３〕発酵の里振興事業

＜事業の内容＞
　発酵産業の振興を図るため、商工業者と連携して発酵
食品の掘り起こし、黒にんにくなどの新たな特産品開発
を推進します。

＜個別事業名＞
◦特産品開発事業
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基本目標４　安全・安心に暮らす“未来”を醸す

 基本方向 ― �町民誰もが安全で安心して生活が送れるよう、創意と工夫によるまちづくりを進め、町
民の町内定住意識の一層の高まりに努めます。

 数値目標 ― �◎これからも神崎町に住みたいとする回答比率（平成27年65.9％）平成31年度に75％�
（町民アンケートで「これからも住みたい」と「どちらかといえば住みたい」の合計比率）

施策１　小さな拠点づくりの推進

〔事業１〕道の駅地域拠点機能強化事業

＜事業の内容＞
　道の駅発酵の里こうざき周辺を小さな拠点とし、地域
の交流の場として、地元内外からさらなる誘客を図るた
め、施設・駐車場等の機能強化を進めます。

＜個別事業名＞
◦町ガイドマップ作成事業
◦道の駅駐車場整備事業
◦道の駅立ち寄り数調査事業
◦道の駅周辺整備計画策定事業

〔事業２〕神崎ＩＣ周辺整備事業

＜事業の内容＞
　神崎ＩＣ周辺整備事業として、道の駅を核とした周辺
インフラ整備事業を推進します。

＜個別事業名＞
◦町道改良事業

〔事業３〕防災拠点整備・機能強化（防災広場）事業

＜事業の内容＞
　発酵の里こうざきとして農産物に商品開発や認証制度
によりブランドとしてのイメージ戦略を進めます。

＜個別事業名＞
◦防災拠点整備事業
◦防災備品整備事業

〔事業４〕調和のとれた土地利用と規制の推進事業

＜事業の内容＞
　町土地利用の方針等及び開発行為等に係る法令等に基
づき開発事業の適正指導・規制等の監視を図り、調和の
とれた土地利用推進を図ります。

＜個別事業名＞
◦町土地利用基本計画見直し事業
◦農業振興地域計画見直し事業

施策２　防災体制の充実

〔事業１〕消防・防災体制強化事業

＜事業の内容＞
　防火・防災意識の高揚に努め、消防団活動の支援や防
災体制の充実を図ります。

＜個別事業名＞
◦ハザードマップ更新事業
◦消防ポンプ・積載車更新事業
◦防災倉庫備蓄品整備事業
◦消防団活動支援事業

〔事業２〕木造住宅耐震診断・補強工事助成事業

＜事業の内容＞
　旧耐震基準による木造住宅について、耐震診断・補強
工事に係る経費の助成を行います。

＜個別事業名＞
◦木造住宅耐震診断・補強工事助成事業

〔事業３〕公共施設耐震化点検・修繕事業

＜事業の内容＞
　公共施設の耐震化や道路・橋梁の点検を行いストック
マネージメントを進めます。

＜個別事業名＞
◦公共施設耐震補強工事事業
◦道路・橋梁ストック点検事業
◦公共施設等総合管理事業

0328_神崎町総合戦略概要板.indd   10 2016/03/28   19:02



11

施策３　道路・公共交通体系の充実

〔事業１〕道路・公共交通充実事業

＜事業の内容＞
　まちの骨格を形成している幹線道路網の整備に努め、
町民の通勤圏の拡充や人・物・情報の交流を生み出す生
活基盤づくりを進めます。

＜個別事業名＞
◦道路改良事業
◦道路等インフラ長寿命化事業
◦町道舗装・排水整備事業
◦高速路線バス誘致事業

〔事業２〕循環バス運行事業

＜事業の内容＞
　高齢化が進む本町で町内循環バスのニーズは高まるこ
とから、経路の検証や利用頻度の高い路線の増発等を検
証するための実証実験を行います。

＜個別事業名＞
◦循環バス運行事業

〔事業３〕通学路整備事業

＜事業の内容＞
　毎年行われている通学路点検から、子どもたちが安心・
安全に歩ける環境整備や防犯灯のＬＥＤ化を計画的に進
めます。

＜個別事業名＞
◦通学路点検事業
◦交通安全施設整備事業

施策４　健康増進事業の推進

〔事業１〕生涯安心・人にやさしい健康のまちづくり

＜事業の内容＞
　充実した保健・医療・福祉環境や住民活動が活発な地
域性等を生かし、町民の健康寿命の延伸に向けた健康づ
くり体制・地域医療体制の充実に努めます。

＜個別事業名＞
◦健康増進事業
◦予防接種事業
◦母子保健事業
◦妊婦健康診査支援事業
◦健康相談ダイヤル24事業
◦人間ドック助成事業
◦特定健康診査・特定保健指導事業
◦保健推進員活動事業

〔事業２〕生涯安心・人にやさしい福祉のまちづくり

＜事業の内容＞
　助け合い支え合う地域福祉体制づくりを進めながら、
まち全体で高齢者や障害者の介護・自立支援体制の整備
等を図ります。これらによって誰もが、その人らしく安
心して暮らせる福祉のまちづくりの実現を進めます。

＜個別事業名＞
◦老人クラブ活動推進事業
◦緊急通報体制整備事業
◦福祉タクシー事業
◦紙おむつ等助成事業
◦介護予防・日常生活支援総合事業
◦高齢者教室事業
◦障害者自立支援給付事業
◦障害地域包括生活支援事業
◦重度心身障害者医療費助成事業
◦障害者施設サービス利用支援事業
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